
レポート問題８ (関数方程式概論) Jun. 5, 2009 (Fri.)

1 f(x)を区分的に連続な 2π-周期関数とし，An を f(x)の（複素形式の）Fourier
係数とする．このとき，以下の問いに答えよ．

(1) 任意の三角多項式
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Bneinx に対して，次の不等式が成り立つことを

示せ：
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(2) (1) の結果および Fejér の定理を用いて，任意の 2π-周期連続関数に対し
て Parseval の等式が成り立つことを示せ．

2 (1) f(x) を 2π-周期連続関数とし，an, bn を f(x) の Fourier 係数とする．こ
のとき，Parseval の等式を an, bn を用いて書き表わせ．

(2) f(x) = x2 (−π ≤ x < π) の Fourier 級数および Parseval の等式を用い

て，級数
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1

n4
の和を求めよ．
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